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1. 本プロジェクトの目的と課題

2020
10-11

アイデンティティ プロモーション マネジメント 規定される目標

鈴木産業
ブランディング

||
新しい
施工会社

「鈴木産業」
というブランドで選択

される
状態をつくりだす

Branding Project

2021
1-3

2021
3-5

Phase1
基盤構築

鈴木産業固有のアイデンティティ
確率のための基本要素の創出

Phase2
導入展開

新体制及び新サービスへの
導入展開

Phase3
浸透

社内外への積極的な伝達・
訴求によるブランド浸透

コンセプトと
視覚的基本要素
の整備

ブランドデザイン
プロトタイプ
の確率

最低限の
デザイン
ガイドライン

コンセプトの深耕
と体系的導入

社内外
プロモーション戦略
の基本的方向の策定

全体マネジメント
の構築

コンセプトの浸透
と視覚的要素
の発展

社内外
プロモーション戦略

の実施

全体マネジメント
の運用と効果測定



鈴木産業のコンセプトをあらゆるタッチポイントを通して 一貫性を
持ってターゲットの人材に届けることにより、

“鈴木産業”固有のブランドイメージを形成することができる

社員シンボル書体

スタッフ

WEBサイト

写真イメー
ジ

広告

カラー

価値観

比較対象

（競合他社）

ブランドの経験

＝共通感覚への訴求

お客様
ターゲット人材
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ブランディング
プロジェクトの役割

鈴木産業



調査概要

調査期間 2020年10月2日（金）

ヒアリング対象

主な調査項目

：鈴木社長様、水谷常務様、鈴木部長様 若森様、小森様

：理念および大切にしてきた価値観/考え方、
強み/弱み/機会/脅威、事業・サービスにおけるこだわり

：ビジョンならびにビジョン実現に向けての課題、
お客様への提供価値

ヒアリング調査のまとめ方について

：インタビューで個々の発信記録を以下のカテゴリーに分類し
、鈴木産業が大切にしてきた価値観と、
これからのブランドのあるべき方向を探った

カテゴリー名 A.経営理念
B.大切にしてきた価値観
C.サービス
D.イメージ・パーソナリティ
E.今後のビジョン

Branding Project

ヒアリング実施内容



Branding Project

ヒアリング実施内容 選択されたピクチャアカード（将来の鈴木産業がどうイメージされたいか？何を提供し、何を期待されたいか？）

お祭り 泳いでいる＝笑いなが
ら乗り越えていこうぜ、
楽しんでいる、

●Bonds

夜明け、
未知をみる

●Natural 
癒やし、やさしさ

●Energy
先進性、合理性 自然
●Advanced

絆、安心感
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ヒアリング実施内容

What’s
SUZUKI
SANGYO
施工の要である内装業で培った、
高いマネジメント技術とノウハウを基軸に、
施工全てを担う“多能工”の仕組みを取り入れ、
心豊かな生活空間を創造に貢献していく、
進化した施工会社である。

All-RounderSpecialist
専門事業：内装事業部 総合事業：RE事業部

現場への高いマネジメント力 多能工で作業効率を目指す

やさしい・楽しい 厳しい・辛い

施工のスタート 施工全て

コストダウンより

品質担保を大切にする コストダウンを徹底する

鈴木産業のアイデンティティ
相反する思考や行動が共鳴し合うことで
鈴木産業のアイデンティティが形成される

例：壁を見たときに、目に見えない奥の品質にこだわる



ブランディングとは、リ・ポジショニングと事業ドメインの再定義
施工の要である内装業で培った、高いマネジメント技術とノウハウを基軸に

施工全てを担う“多能工”の仕組みを取り入た、ハイブリッド施工を
常に進化させ、いかに伝えるかが中長期的な戦略方針となる

リ・ポジショニング 事業ドメインの定義と拡張

Branding Project

リ・ポジショニングと
事業ドメインの再定義

事業ドメインの整理

内装業とリフォーム業界

施工の要である内装業で培った、
高いマネジメント技術とノウハウを基軸に
施工全てを担う“多能工”の仕組みを取り入れた、

ハイブリッド施工
核本業

ハイブッド施工
の構築

拡本業
ハイブッド施工を

全国へ

越本業
ハイブッド施工を
活かした新事業



事業ドメイン変更
施工の要である内装業で培った、高いマネジメント技術とノウハウを基軸に
施工全てを担う“多能工”の仕組みを取り入れた、

ハイブリッド施工

総合的専門的

品質が高い
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リ・ポジショニングと
事業ドメインの再定義

品質が低い

納期が早い

納期が遅い

コストが

高い

コストが

低い

SUZUKI
SANGYO

SUZUKI
SANGYO

ブランディングとは、リ・ポジショニングと事業ドメインの再定義
施工の要である内装業で培った、高いマネジメント技術とノウハウを基軸に
施工全てを担う“多能工”の仕組みを取り入れた、ハイブリッド施工を
常に進化させ、いかに世の中に伝えるかが中長期的な戦略方針となる



変わることがない価値観（理念）を基軸にしながら、
“鈴木産業”が提供する価値、顧客が期待する価値から

“鈴木産業”がお客様と約束する価値（＝コンセプト）を考えます

機能面

情緒面

機能面

情緒面

鈴木産業
がお客様と
約束する価値

＋

約束価値
高い現場マネジメントスキル

提供価値 期待価値

身近な 絆（つながり）

高いコミュニケーション能力

やさしさ 自然体

風通しが良い 成長性

高いマネジメント力を

活かした多能工の仕組み

安心感

高い施工技術
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ブランドコンセプト

“鈴木産業”の変わらない価値

私たちは、心豊かな生活空間を創造して
厚い信頼を頂き、誇り高き企業となる。

情熱
先進性



“鈴木産業”のコンセプトは、提供価値/期待価値の中から、
“鈴木産業”の価値（ユニークネス）をもとに抽出される。

ベーシス

ポジショニング

強さ 人間愛

ユニークネス

コンセプト
独自のコミュニケーションを

創り出す

Human
harmony

Branding Project

ブランドコンセプト

●Bonds
●Natural 

●Energy

先進性、合理性自然、癒し、
やさしさ

●Advanced
絆、安心感

“鈴木産業”の変わらない価値

私たちは、心豊かな生活空間を創造して
厚い信頼を頂き、誇り高き企業となる。

誠実 まじめ



鈴木産業は創業から半世紀以上、内装業を通して人々の「豊かな生活空間づくり」を

お手伝いしてきました。住まいを、病院を、商業ビルを、公共施設にいたるまで。

あらゆる規模の人が暮らし行き交う場を、快適で安心できる空間へとつくり上げていく中で

磨いてきた、高いマネジメント技術と施工ノウハウ。

私たちは、これらをさらに高めていくとともに、今後は施工すべてを担う“多能工”の仕組みを取り入れます。

スペシャリストの深さと、オールラウンダーの幅を調和・共鳴させた、ハイブリット施工の実現。

次世代の鈴木産業が生みだす「心豊かな生活空間」にぜひご期待ください。

Branding Project

ブランドプロミス

Human 
Harmony
調和と共鳴で、次代を創る。

ブランドプロミス



Design Concept

Branding Project

ブランドコンセプト

Human 
Harmony 相反する思考や行動が

共鳴し合うことを表現

Design Concept



TYPE A

SUZUKI SANGYO

Design Ideation















TYPE B

SUZUKI SANGYO

Design Ideation















TYPE C

SUZUKI SANGYO

Design Ideation















TYPE D

SUZUKI SANGYO

Design Ideation















TYPE E

SUZUKI SANGYO

Design Ideation















TYPE F

SUZUKI SANGYO

Design Ideation















TYPE G

SUZUKI SANGYO

Design Ideation















鈴木産業の使命は、心豊かな生活空間を創りだすこと。住まいを、病院を、商業ビ
ルを、公共施設にいたるまで。あらゆる規模の人が行き交う場を、リフォームや内
装工事を通して、快適で安心できる空間へと変えていく。その信念は、現場にこそ
宿ります。規格に遵守するだけでなく、プラスαの手間を込めること。ひとの目に
触れることのない、壁の内側にまで心を配ること。昨日できなかったことを、今日
できるように学び続けること。現場で働く一人ひとりが、自分たちこそが鈴木産業
だ、と誇りを込めた空間は、必ずや人と社会を豊かにし、ときに感動すら創りだす。
私たちはそう信じて、今日も現場とその先のお客さまと向き合います。

技と誇りが、
感動をつくる。
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ブランドプロミス

社員へのメッセージ

社員への訴求



Branding Project

コンセプトやロゴは開発するだけでは意味がない、それらをもとに、社員の行動に変化が生まれ、
顧客のブランド経験に質的変化がもたらされることでブランドアイデンティティは形成される。

ブランド

社内浸透

「Human harmony」への確信
社員一人ひとりが確信をもつためのブランドガイドライン

実行活動
社員一人ひとりがブランドに向かって活動する

「 Human harmony 」
の象徴体験

行動変革を起こす象徴体験の設計



Branding Project

ブランド

社内浸透
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ブランド

社内浸透

全従業員が経験を通じて「 Human harmony 」が何なのか、
理解・共感できるような象徴的な体験を提供する

Human harmonyの
象徴体験
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ブランド

社内浸透

社員の行動変革を起こす「 Human harmony 」を設計し、
ブランドへの確信を胸に刻んでもらう。

Human harmonyの
象徴体験
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ブランド

社内浸透

Human harmonyのコンセプトによってあらゆ
る経営活動をアライメントし、顧客体験を向上させる。

Human harmonyの
象徴体験
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ブランド

社内浸透

Human harmonyの
社員の確信と行動の測定


